
 

 

 

 

 

 

 

 

 約８ヶ月にわたり行われた今年度の小牧山城の発掘調査

がいよいよ終了に近づきました。現地での作業は一旦終了し

ますが、実は小牧山城の史跡整備事業はその後も続きます。

発掘調査で得られたデータ・記録を整理し成果をまとめたり、 

城郭に関する研究を進め

て歴史的意義を考察する

ことと並行して、学識経

験者や専門家などによる

検討会議、国（文化庁）

との協議などを実施し、

今後小牧山をどのように

整備していくべきかとい

う大きな課題に取り組ん

でいます。 

 小牧山城の発掘

調査は来年度も実

施する予定です。 

（主郭南東斜面の調査区（Ｎ区）につ

いては来年度も継続して調査を実施す

るため、養生シート等により保護して

います。ご了承ください。）      

 

小牧山城に来訪される多くの皆様のご理

解・ご協力により、今年度の調査を無事に

終えることが出来ましたことを、担当者・

作業員一同、心より御礼申し上げます。 

調査の終了に伴い16号にわたり掲載しま

したこの「はっくつかわら版」も今号をも

って最終号とさせていただきます。ご愛読

ありがとうございました。 
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